
　
最
終
号
は
、
茨
城
県
古
河
市
の
出

身
で
、
伊
王
野
の
郷
土
史
編
纂
に
携

わ
っ
た
、
浮
世
絵
研
究
の
父
・
藤
懸

静
也
を
紹
介
し
ま
す
。

　
藤
懸
は
、
明
治
14
年
２
月
25
日
に

現
在
の
茨
城
県
古
河
市
に
、
旧
古
河

藩
士
・
藤
懸
伝
八
郎
の
長
男
と
し
て

生
ま
れ
ま
し
た
。
藤
懸
家
は
旧
古
河

藩
士
の
家
系
で
、
母
方
の
祖
父
に
は

蘭
学
者
で
古
河
藩
家
老
の
鷹
見
泉
石

が
い
ま
す
。
小
学
校
卒
業
後
、
上
京

し
日
本
画
家
・
川
端
玉
章
に
師
事
し

絵
を
学
ぶ
な
ど
、
も
と
も
と
絵
画
へ

の
関
心
は
強
く
あ
り
ま
し
た
。
藤
懸

は
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
史
学
科

に
進
む
と
浮
世
絵
に
出
会
い
、
西
洋

に
お
け
る
浮
世
絵
研
究
で
は
不
足
し

て
い
た
文
学
的
・
演
劇
的
背
景
を
踏

ま
え
浮
世
絵
研
究
に
着
手
し
、
浮
世

絵
を
歴
史
的
系
統
に
位
置
づ
け
よ
う

と
し
ま
し
た
。
同
大
卒
業
後
は
、
岡

倉
天
心
が
創
刊
し
た
『
國
華
』
編
集

部
員
、
國
學
院
大
學
教
授
、
東
京
帝

国
大
学
教
授
な
ど
を
歴
任
し
戦
後
は

文
化
財
審
議
会
専
門
員
と
な
る
な
ど

浮
世
絵
研
究
の
大
家
と
し
て
戦
前
・

戦
後
と
も
に
文
化
活
動
に
従
事
し
ま

し
た
。

　
那
須
地
域
と
の
関
係
は
、
藤
懸
静

也
の
妹
・
ふ
く
が
伊
王
野
村
長
な
ど

を
歴
任
し
た
・
鮎
瀬
善
太
郎
（vol.

24
で
紹
介
）
の
長
男
・
眞
夫
に
嫁
い

で
い
た
こ
と
か
ら
関
係
が
始
ま
り
ま

す
。
大
正
年
間
、
伊
王
野
村
で
は
村

の
名
士
・
鮎
瀬
淳
一
郎
（vol.

7

で
紹
介
）
の
伝
記
を
作
る
こ
と
を
計

画
し
て
お
り
、
そ
こ
で
伝
記
編
さ
ん

を
委
嘱
さ
れ
た
の
が
藤
懸
で
し
た
。

藤
懸
は
大
正
12
年
７
月
下
旬
に
伊
王

野
を
訪
れ
、
古
記
録
の
調
査
・
古
老

や
家
族
か
ら
の
聞
き
取
り
調
査
の
実

施
、
小
山
田
虎
（vol.

17
で
紹
介
）・

松
本
博
か
ら
鮎
瀬
淳
一
郎
に
関
わ
る

資
料
収
集
を
行
い
ま
し
た
。
約
２
年

の
歳
月
を
か
け
大
正
14
年
10
月
、
藤

懸
静
也
・
小
山
田
虎
著
『
鮎
瀬
梅
村

翁
』
が
刊
行
し
、
鮎
瀬
淳
一
郎
の
伝

記
が
完
成
し
ま
し
た
。
同
書
は
現
在

「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
」
に
て
無
料
で
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
藤
懸
は
、
戦
後
も
「
鮎
瀬
善
太
郎

胸
像
」除
幕
式
に
も
参
列
す
る
な
ど
、

亡
く
な
る
ま
で
伊
王
野
を
度
々
訪
れ

ま
し
た
。
現
在
、
藤
懸
と
伊
王
野
の

関
係
を
知
る
人
は
少
な
い
で
す
が
、

浮
世
絵
を
テ
レ
ビ
や
美
術
館
で
見
た

と
き
、
少
し
思
い
出
し
て
頂
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。

▼
問
合
せ　
那
須
歴
史
探
訪
館
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‐
7
0
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４
月
、
多
く
の
小
学
校
で
入
学
式
が

行
わ
れ
ま
す
。
那
須
町
で
も
１
３
０
人

ほ
ど
の
新
１
年
生
が
お
気
に
入
り
の
ラ

ン
ド
セ
ル
を
背
負
い
、
晴
れ
や
か
な
笑

顔
で
こ
の
日
を
迎
え
ま
す
。
入
学
式
は

子
ど
も
の
成
長
を
実
感
で
き
る
貴
重
な

機
会
で
す
。
ま
た
、
そ
れ
と
同
じ
く
ら

い
成
長
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
が

卒
園
式
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
▼
那
須

高
原
保
育
園
で
卒
園
を
祝
う
会
が
行
わ

れ
た
時
の
こ
と
で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、

歌
や
け
ん
玉
を
披
露
し
、
保
護
者
や
先

生
た
ち
が
そ
の
様
子
を
微
笑
み
な
が
ら

見
守
り
ま
す
。
自
分
の
背
丈
の
倍
は
あ

る
だ
ろ
う
竹
馬
を
、
難
な
く
乗
り
こ
な

す
姿
に
、
少
し
の
驚
き
と
感
心
を
抱
き

な
が
ら
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
す
。
順
調

に
進
ん
で
い
た
会
で
す
が
、
そ
の
瞬
間
、

時
が
止
ま
り
ま
し
た
。
竹
馬
を
ギ
ュ
ッ

と
握
り
し
め
、
歩
き
出
そ
う
と
何
度
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
が
、
ど
う
し
て
も

一
歩
が
踏
み
出
せ
ま
せ
ん
。
し
ば
し
の

沈
黙
の
後
「
勇
気
を
た
め
る
た
め
」
と

次
の
子
に
順
番
を
譲
り
ま
す
。
再
チ
ャ

レ
ン
ジ
の
時
「
が
ん
ば
れ
！
」
の
大
声

援
の
な
か
、
ス
ッ
と
一
歩
を
踏
み
出
し

た
瞬
間
、
拍
手
喝
采
が
巻
き
起
こ
り
、

見
守
る
み
ん
な
の
目
に
は
自
然
と
涙
が

あ
ふ
れ
、
そ
の
瞬
間
に
立
ち
合
え
る
喜

び
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
▼
子
ど

も
た
ち
が
成
長
し
、
変
化
す
る
様
子
を

見
守
り
、
そ
の
努
力
と
成
果
を
称
え
る

こ
と
、
一
つ
の
ス
テ
ー
ジ
を
終
え
、
新

た
な
ス
テ
ー
ジ
に
進
む
姿
を
見
守
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
は
、
な
ん
て
幸
せ
な

の
か
と
感
じ
る
瞬
間
と
な
り
ま
し
た
。

はるまくんは…
お兄ちゃんと遊ぶことが大好き

「こんにちは赤ちゃん」コーナーの写真を随時募集しています。
詳しくは企画政策課広報広聴係（☎72-6935）まで。

大野　春真くん
はるま

赤ちゃんこんに
ちは

町の世帯と人口
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・世帯数  10,785世帯 (－    　5)
・人口     23,544人    （－    45）
　    男 11,735人　(－ 24)
　    女 11,809人　(－ 21)

出生           5 人　(－   1)
死亡         48 人　(－ 20)
転入         63人　(＋   1)
転出         65人　(－ 40)
その他        0 人増減

（ 3月 3日現在・住民基本台帳）( ) の数字は前月比

藤懸静也（1881-1958）

那
須
町
と

近
現
代
の
人
々
vol.40

那須の歴史

再発見

か
っ
こ
う

芦
野
の
鮎
瀬
梅
村
翁

令和5年6月生まれ

ゆいくんは…
お兄ちゃんが大好きな次男です！

大島　結くん
ゆい

令和6年8月生まれ

（最終回）


